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５ 本時の学習
（１）本時の目標

実験結果を基に，てこの規則性について，より妥当な考えをつくりだし，表現することが
できる。

（２）本時の展開（６／１１）

学習活動 児童の意識の流れ 支援 評価

１本時の学習 大型のてこは左右で重さが違うのにどう ○大型てこで教
問題を確認 してつり合ったんだろう。 師と児童がつ
する。 り合っている

てこがつり合うときには，どのような決 映像を見せ，
まりがあるのだろうか。 問題意識を高

２各班で予想 める。
や実験方 重い方を支 左右同じ重 つり合うに
法，役割な 点に近くし さ だ っ た はおもりの ○予想を振り返
どを確認す て，軽い方 ら，どこに 重さと支点 る時間を設け
る。 を支点から つるしても からのきょ ることで，結

遠くすると つり合うん りのバラン 果の見通しを
いいかな。 じゃないか スが関係あ もって実験に

な。 ると思うな。 取り組めるよ
３実験用てこ うにする。
を使って， 実験用てこで，調べてみよう。
実験を行
う。 つ り 合 っ 同じ重さな きょりを１ ○おもりの数に

た！やっぱ のに左右で つずらした 着目している
り重い方が つるす位置 らつり合わ 児童には，大
支点に近い が違うとつ ない。重さ 型てこの実験
ね。 り合わない を軽くした を想起させ，

なぁ。 らどうかな。 おもりの重さ
４各班の結果 に着目できる
から気付い 結果を整理して，てこがつり合う決まり ようにする。 ●実験結果を
たことを班 を考えよう。 基に，てこ
や全体で話 ○結果を記入す の規則性に
し合い，考 左右で重さ おもりの数 決まりって る表を用意し， ついて，よ
察する。 と支点から ときょりの ことはどん 実験結果を整 り妥当な考

のきょりを 数字を足し なときにも 理して記入で えをつくり
かけた積が て同じ数に 当てはまら きるようにす だし，表現
同じときに なったらつ ないといけ ることで，考 することが
つり合って り合ってい ないよね。 察をしやすく できる。
いるよ。 ると思う。 する。 （発言，ワー

５本時のまと クシート）
めをする。 てこがつり合う決まりをまとめよう。

「おもりの重さ」×「支点からのきょり」
の値が左右で等しいとき，てこがつり合
うんだね。

この決まりで，大型てこがつり合ってい ○大型てこで教
たんだね。なるほど！ 師と児童がつ

り合っている
てこについてわかってきたね。シーソー 映像を振り返
を作るときや体験するときに役立つね！ り，本時のま

内容と自然事
象を結びつけ
る。


